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	 トカマクプラズマ周辺領域では有限の抵抗や

無電子慣性等の非理想的効果によりMHDモード
が不安定化されうる。本研究では、抵抗性バルー

ニングモード(RBM)と無衝突バルーニングモード
(CBM)を記述する線形簡約化MHDモデルを用い
て、成長率に対する運動論効果や形状効果を議論

する。文献[1]の式(6.86)-(6.89)を用いると、円形
断面 

 
に対し、固有値方程式 

 
 

が得られる。ここで、 

 

を仮定すると 

 
ここで  

 
を代入し 次の可解条件より 

を得る。分散式として 

 
が得られる。 

の時、抵抗性バルーニングモー

ドの成長率 

 
が得られる。一方、無衝突極限 では無

衝突バルーニングモードの成長率 

 
が得られる。 

の時、無衝突極限では 

 

となり、さらに が成立する場合、 

 
が得られる。反磁性効果により無衝突バルーニ

ングモードが安定化されることがわかる。 
	 次に形状効果に関して考察する。シャフラノ

フシフトによる安定化が考えられるがこの場

合、 と置き換えればよい。 はシャ

フラノフシフトと関連づけられる。文献[2]によ
るとシャフラノフシフトは楕円度の関数であ

り、シャフラノフシフトを通じて間接的に安定

性に影響を与えると考えられる。直接的な影響

は磁場の曲率ドリフト周波数の変化や波数を

通じて現れる。 
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